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わ
れ
わ
れ
は
、
本
学
会
に
お
い
て
「
古
嶌
本
鍼
灸
秘
書
」
に

つ
い
て
発
表
し
て
き
た
。
こ
の
医
書
の
前
半
は
、
経
穴
解
剖
図
書

で
あ
り
寄
生
虫
病
の
鍼
灸
治
療
書
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
記
載
さ
れ

て
い
る
経
穴
名
に
は
い
わ
ゆ
る
十
四
経
絡
上
の
経
穴
以
外
の
も
の

も
数
多
く
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
般
的
な
全
身
症
状
に
対
す
る
治

療
穴
名
が
記
述
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
寄
生
虫
病
の
よ
う
な
特
殊

な
疾
病
に
対
し
て
の
有
効
な
穴
名
も
数
多
く
記
載
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
治
療
法
の
記
載
は
臨
床
的
と
い
え
よ
う
。
今

回
は
、
こ
の
言
の
後
半
に
記
載
さ
れ
て
い
る
症
状
や
症
候
、
お
よ

び
そ
の
治
療
法
の
解
説
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
邦

近
世
初
期
の
病
理
学
・
治
療
法
に
つ
い
て
考
察
し
た
の
で
報
告
す

プ
（
》
Ｏ

最
初
に
、
「
五
臓
の
熱
気
」
や
「
五
積
聚
の
針
」
に
つ
い
て
記
述

29

近
世
初
期
の
病
理
学
・
治
療
法

ｌ
『
古
篤
本
鍼
灸
秘
書
』
に
よ
る
考
察

戸
田
静
男
・
亀
節
子

さ
れ
て
い
た
。
五
臓
の
熱
気
を
冷
や
す
針
の
方
法
は
五
臓
そ
れ
ぞ

れ
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。
次
に
、
「
風
の
針
」
お
よ
び
「
中
風

の
針
」
が
記
述
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
多
く
は
経
絡
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
穴
名
の
記
載
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
腹
結
の
有
無
に

よ
っ
て
治
療
方
針
が
異
な
っ
て
い
た
。
「
三
焦
の
針
」
や
「
五
臓
の

気
の
針
」
の
記
載
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
順
気
の
針
治
療

と
い
え
よ
う
。
そ
の
他
、
以
下
の
よ
う
な
種
々
の
症
状
、
症
候
に

対
す
る
針
が
記
述
さ
れ
、
有
効
な
穴
名
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
ら
は
、
「
か
つ
け
の
は
り
」
、
「
り
ん
び
よ
う
の
は
り
」
、
「
黄

疸
」
、
「
す
は
ふ
き
」
、
「
は
ら
の
ほ
つ
る
や
ま
い
」
、
「
血
の
道
め
の

ま
う
こ
と
」
、
「
な
ひ
そ
ん
」
、
「
女
人
け
つ
く
わ
」
、
「
下
風
の
針
」
、

「
難
産
」
、
「
五
臓
六
脈
の
寒
熱
」
、
「
か
い
そ
う
」
、
「
何
と
も
見
へ
ぬ

病
者
」
、
「
肝
気
」
、
「
心
気
」
、
「
肺
気
」
、
「
長
い
病
」
、
「
け
つ
か
く
」
、

「
へ
そ
よ
り
上
の
病
」
、
「
へ
そ
よ
り
下
の
病
」
、
「
げ
っ
ぷ
」
、
「
熱
気
」
、

「
耳
鳴
り
」
、
「
目
ま
わ
る
」
な
ど
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
症
候
、
症
状
に
対
す
る
針
は
臓
肺
経
絡
の
概
念

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
実
際
的
、
臨
床
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

今
回
、
本
邦
近
世
初
期
に
著
さ
れ
た
「
古
爲
本
鍼
灸
秘
書
』
を

考
察
す
る
こ
と
で
、
本
邦
近
世
初
期
の
病
理
学
・
治
療
法
の
概
念
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お
よ
び
そ
の
時
期
の
医
学
的
状
況
を
知
り
得
た
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
本
書
は
本
邦
医
学
史
上
意
義
の
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
関
西
鍼
灸
短
期
大
学
）


